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創立４０周年記念事業　記念講演
藤枝市民会館

【梅の花】
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■ 会 長 報 告                  青島 彰君 
３月２４日、市民会館にて記念事業第２弾、記

念講演「小惑星探査機はやぶさの挑戦」が開催さ

れました。参加者は小中学生、一般を含めて約２

００名の参加者がありました。実行委員会の平副

委員長の努力にもかかわらず器の割に少ない人数

で残念ではありました。宇宙開発等の特殊な話題

の講演の参加者動員の難しさを感じました。 
久保田孝教授の語り口は専門的な部分もやさしく、

わかりやすい内容で宇宙の謎への興味が深まった

のは私だけではなかったと思います。実行委員会

の皆さんありがとうございました。 

■ 出 席 報 告                  
本日のホームクラブ 
出席者 前回の補正出席者 

34／44 77.27％ 38／44 86.36％ 

(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 

○石割君 ○酒井君 ○杉浦君 ○鈴木舜君 
○大長君 ○仲田晃君 ○畑君 ○水野君 
○森下君 ○山田君 
(２)メークアップ者 

櫻井 龍太君（藤枝南） 

■ ビ ジ タ ー                               
 

澤脇 圭司君（島田）  永井 鐵也君（島田） 

渡邉 直樹君（島田）  丸尾 氣窮雄君（島田） 

古桑 幸郎君（焼津南） 鈴木 邦明君（焼津南） 

伊藤 恒夫君（藤枝南） 漆畑 雄一郎君（藤枝南） 

小山 明良君（藤枝南） 朝比奈 潔君（藤枝南） 

富澤 静雄君（藤枝南） 小林 正敏君（藤枝南） 

松浦 正秋君（藤枝南） 

 

藤枝ロータリークラブ創立40周年記念事業 

小惑星探査機『はやぶさ』の挑戦 講演会 

 

 

宇宙航空研究開発機構 

宇宙科学研究所 

久保田 孝教授 

 

 

＜藤枝ロータリークラブ 創立４０周年記念講演会 概要＞ 

日  時：平成２４年３月２４日（土） 

１３：００～１５：００ 

場  所：藤枝市民会館 

タイトル：小惑星探査機「はやぶさ」の挑戦 ―宇

宙の謎を探るー 

講  師：宇宙航空研究開発機構 

      宇宙科学研究所 教授 久保田 孝 氏 

参 加 者：約２００名（小・中学生 60 名、保護者・

一般１００名、会員３６名） 

（前半） 

はやぶさプロジェクトに当初から携わった経験

を踏まえ、未知の世界に挑む面白さをスライドを

写しながら講演していただきました。 

３億ｷﾛかなたにある幅５００ﾒｰﾄﾙの小惑星イト

カワにはやぶさを着地させる難しさを「地球の裏

側にいる蚊を狙うような精度が必要」などと説明

をされました。時には、動画を写され、会場の皆

さんに違いを見つけさせるなど、非常にわかりや

すくかつ飽きさせない内容でした。 
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（後半） 

ブラックホールに関する研究状況について映像

を上映し、紹介されました。 

（質疑応答） 

「ブラックホールの隣にある星は吸い込まれな

いの」「太陽の寿命はどのくらいか」「微粒子が入

ったカプセルを落としたのはなぜオーストラリア

なのか」など計８名、９問の質問が矢継ぎ早に出

され、一つ一つ丁寧にわかりやすく回答をしてい

ただきました。 

全体をとおし、参加者の皆さんの「宇宙」への

興味が以前よりも増したことと確信しています。 

久保田教授は、前日は仙台に出かけられていた

などお忙しい中、今回の記念講演のために、初め

て藤枝の街に降り立ったとのことです。使用され

るパソコンは持参され、操作も全てご自身でやり、

司会からの紹介も「省略」という当日のスタッフ

にとっては何とも有難い、気さくな方であったこ

とを付け加えて、報告と致します。 

 

                         

 

 

 

 

    （担当／大塚博君） 


